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後輩へのメッセージ

国土交通省の仕事の多くは現場を持っており、地方自治
体や地域の住民、企業・団体といった多くの皆さんと一緒
になって、地域やまちを良くする仕事です。多様な地域の

さまざまな方々と出会う中で、人間的にも成長できると思
います。採用大学も多様化しています。ぜひ、国家公務員
に挑戦してください。

交通システム工学科での経験が仕事に役立っていること

私が在席した頃は交通土木工学科でしたが、交通計画や
交通工学など交通分野に特化した講座が多くあり、習得し
たさまざまな知識や、先生方を通じた人的ネットワークは
仕事を行う上で役に立ちました。また、土質や構造力学、
水理学などの基礎的な土木の力学の知識は、さまざまなフ
ィールドで仕事をする中での判断の際には有益でした。

このほかにも、学科での経験ではありませんが、部活や
サークル活動での経験は非常に有益だと思います。私の場
合はグライダー部に所属し、個性豊かな多くの部員、教官
をはじめ OB・ OG の方々、他大学の仲間などと多くの時
間を過ごし、フライトの楽しみだけでなく運営の苦労も経
験し、社会人生活の大きな糧となりました。

「まちづくり」にかかわる仕事

経験してきた仕事のほとんどが、まちづくり、広くいえ
ば国土や地域づくりに資するものです。

印象深い仕事は、東日本大震災による津波により、沿岸
部の国道が壊滅的な被害を受けたことから、防災面の効果
を評価する手法を検討し、三陸沿岸道路の事業着手に短期

間でこぎつけたことです。約10年という驚異的な速さで
2021年12月に全線開通し、感慨深いものがありました。

三陸沿岸道路は、三陸地域の基幹インフラとして、地域
間の交流促進効果も期待されています。また自動車専用の
高架構造であり、津波浸水区域から離れた場所が多く、防
災面での効果もまた期待されました。ただ、その効果を正
確に評価する方法がなかったため、学識経験者や関係省庁
とも議論を重ね、客観的な評価手法を短期間で開発するこ
とに苦労しました。私が携わったのは事業着手の最初の一
部分であり、その後の多くの方の知恵と努力で、全線開通
に至ったものです。インフラ整備の仕事は、このように長
期間を必要とすることが多いですが、微力ながらその一部
に携われたこと、三陸地域の復興に向けた大きな期待が寄
せられていることは、誇りに思っています。

また、中山間地域における交通課題を解決するため、道
の駅を拠点とした自動運転の実証実験を全国規模で実施
し、高齢者等の移動手段の確保に向けて取り組みました。

実証実験を経て本格
導入される事例も出

ており、まだ試行錯誤
の面はありますが、高

齢者等の移動手段の確保
のみならず観光客の輸送な

どによる地域活性化も期待
されています。

自動運転は新しい技術であり、
運行ルート設定や運営方法など実
験地域の方々の理解を得ることに
注力しました。全国規模での短期
間での実験でしたので、車両の調
達にも苦労しましたが、自動運転
車両メーカー各社の理解と協力を
得ながら取り組みました。自動運
転技術の実社会への導入は緒に就
いたばかりですが、今後の交通を
考える上で重要な要素であり、本
格導入の事例が都市部も含めた全
国的な展開の礎となり得るものと
思っており、期待をしています。

津波の浸水を受けないように整備された三陸沿岸道路

島根県飯南町での自動運転
（島根県飯南町のパンフレットより　https://www.iinan.jp/uploaded/attachment/2164.pdf）

特集 公務員 交通の視点でまちを創
プランニング

造する魅力的な仕事

公務員を目指したきっかけ

大学入学時は、公務員というと役所の庁舎の中での事務作業のイメージしかありませんでした。しかし、イ
ンフラ整備やまちづくりの仕事は現場でのものづくりであり、とくに国家公務員は全国をフィールドとするス
ケールの大きい仕事であるという憧れを抱き、公務員試験に挑戦しようと思いました。

国土交通省道路局　道路計画調整官

馬渡真吾
2000年入省。本省がある東京と地方勤務を繰り返
し、現場経験を本省での政策立案に活かしています。
本省では道路局での勤務が多く、道路予算や各種の施
策、事業評価、高度道路交通システム・自動運転など
幅広く担当してきました。地方勤務は近畿や四国の地
方整備局や出先事務所を経験し、道路分野だけでなく
河川・ダム分野にも従事しました。また、アメリカ連
邦道路庁への派遣やJR東日本への出向など、国内外
の幅広いフィールドを経験させてもらっています。

技術士（総合技術監理部門、建設部門）

34期  
交通土木工学科卒業

三陸沿岸道路

国道45号

国土交通省 東京都 さいたま市
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公務員を目指したきっかけ

腕試しで受けた都庁の試験でしたが、入都してみて、まちづくりの計画～設計～実施のあらゆるシーンに最
前線で携わることができたことは、大きな財産になりました。とくに今は、未来づくりという大役に就くこと
ができ、この上ない充実感があります。

交通システム工学科での経験が仕事に役立っていること

欧州へ海外視察に行き、外の風を感じたことが大きな刺
激になりました。

今後、グローバルに物事を考え実践できる人物が求めら
れます。公務員も例外ではありません。海外企業と英語で

コミュニケーションをとる場面が多くなってきました。ど
こに就職しても、広い思考力や語学力は問われます。学生
のうちに身につけておくと、将来必ず役に立つと思います。

後輩へのメッセージ

オンラインで仕事の大半がこなせる便利な時代になりま
した。その一方、リアルなコミュニケーションが不足する
ようになり、結果として仕事が回りにくくなっているケー
スが多く見られます。コミュニケーション力があり積極
的に内外と交われる人材を、都庁でも求めています。先ほ

ど述べたグローバルセンスとコミュニケーション力があれ
ば、この先の時代で大きく活躍できるでしょう。

また、日大の大きな魅力はその母体の大きさです。あら
ゆるところに先輩後輩がいます。ビジネスにおける人脈は
最大の財産になります。積極的に活用してほしいですね。

「まちづくり」にかかわる仕事

私は今、「東京ベイ eSG プロジェクト」という、東京の
ベイエリアで持続可能なモデル都市を創造するという、と
ても大きなプロジェクトの責任者を務めています。

今の私たちは、人類の都市生活を通じて顕在化した「感
染症」と「気候変動」という大きな２つの危機に直面して
います。現在、世界人口の約55％が都市に住んでいます
が、2050年には７割まで拡大すると予測されています。
都市が世界に果たす役割やその影響が今後ますます高まる
中、世界最大の都市のひとつである「東京」が、率先して
持続可能な都市モデルの構築に取り組み、世界に発信して
いこうというものです。

行政が策定する長期計画の計画スパンは、通常５年程
度、長くても10年程度が一般的です。しかし、前述した
２つの危機を乗り越えるには、より長期的なスパンで構想
する必要があります。こうしたことから、東京都では超長

期的な視座を据え、50～100年先の理想の都市像として、
「自然」と「便利」が融合した持続可能都市を構想しまし
た。相反関係になりがちな自然と便利を、先端技術を駆使
してトレードオンを達成できる都市を実現することが目的
です。

現在、未来都市の姿の１ページをいち早く都民にお示し
するため、臨海副都心の南側に位置する埋め立て地「中央
防波堤エリア」で「先行プロジェクト」として、技術のシ
ョーケース化を行うことを計画しています。空飛ぶクルマ
や燃料電池船などの次世代モビリティや、最先端の再生可
能エネルギー、資源のアップサイクルなど、持続可能な未
来を支えるテクノロジーを本年度から現場実装することを
計画しています。数十年先にある理想の都市像からバック
キャストでシナリオを描き、今できることをいかに現場で
実践するかという体験をしています。

東京都政策企画局　 
東京ベイ eSG プロジェクト担当課長

山本健一
1998年入都。都市整備局を中心に土地区画整理事業
などまちづくりの現場や、新宿や品川など駅周辺の大
規模開発計画調整などを歴任。2021年度から政策企
画局に異動し、未来のベイエリアづくり「東京ベイ
eSGプロジェクト」の担当課長を務めています。

技術士（総合技術監理部門）
　  　　（建設部門／都市及び地方計画）

東京ベイ eSG プロジェクトでは、東京からイノベーシ
ョンを積極的に創出することも目的です。新しい未来づく
りに協力いただけるスタートアップとコミュニケーション
をとっているほか、陸海空のモビリティ会社、ゼネコン、
デベロッパー、IT 分野、環境分野などのあらゆる企業と
毎日意見交換しています。外部の方から知的刺激を受けら
れることが日々の喜びですね。

とくに未来のまちの主人公である若者や子どもたちに、
「住んでみたい」と思ってもらえる街にする必要があるた
め、ｚ世代、α世代とのコミュニケーションも重要視して
います。2021年度はレゴランドとの協働イベントを企画
したほか、2022年は「Minecraft カップ2022全国大会」
に自治体として初の地域パート進出を行うなど、子どもの
視点を活かしたまちづくりに取り組んでいます。

東京ベイ eSG プロジェクトが描く、サステナブルな未来の都市のイメージ プロジェクトの舞台である「中央防波堤エリ
ア」。現在埋立工事中であり、完成後は1,000ha
を超える巨大な人工島となる

レゴランド・ディスカバリー・センター東京でのイベント「みんなでつくろ
う！ 未来のベイエリア」

スタートアップ交流拠点でプロジェクトを周知する「アウトリーチ型広報」
を実施

32期  
交通土木工学科卒業

「東京ベイ eSG プロジェクト」
ホームページ

先端技術の社会実装
「先行プロジェクト」

「Minecraft カップ2022全国
大会」地域パートナー特別賞

「東京ベイ eSG 賞」
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公務員を目指したきっかけ

私は「まちづくりがしたい！」と漠然と夢を持って入学しました。けれども勉強は難しいし、遊びたい
し、「まちづくりって専門的知識が必要だから、勉強嫌いな私にはそんな難しい仕事は無理」と思ってしまい
ました。しかしいざ就職活動を始めると、やはり「やりたい仕事は、まちをつくること」。どうすれば良いか
悩み、「まちづくりがしたい！ でも残業だらけで体を壊すような仕事は嫌！ この希望に合う仕事はどんなも
の？」と先生方に相談しました。

先生方とたくさん話し合う中で「公務員はまさにまちづくり」、とくに「市役所は市という単位のまちを考
える仕事。どんな部署に異動しても、まちをつくりまちを守る仕事」だと知りました。

また、ワークライフバランスがとくに良いと知り、公務員を目指しました。

交通システム工学科での経験が仕事に役立っていること

学生時代、自分に足りないことやもっと身につけたほう
が良いことは何かを深く考えた時期がありました。グルグ
ル悩みましたが、その結果「行動するしかない」と思い、

いろいろなことにチャレンジしました。いま思えばこの悩
んだ経験がとても大切で、私は「自分で考え、行動して、
いまがある」という自分の軸を持って過ごせています。

後輩へのメッセージ

公務員は「暗く、生真面目な人ばかりで、仕事も面白く
なさそう」というイメージを持っている方もいると思いま
すが、そんなことはありません。私は「毎日、このまちを
良くするために働いている！」という実感があり、楽し
く仕事をしています。暗いのではなく「縁の下の力持ち」
で、毎日充実しています。

また私は現在子育て中で、家庭と仕事の両立は大変で
す。しかし、この仕事を続けたい気持ちが大きく、時短勤
務等を活用して同僚に助けてもらいながら働いています。
大変な中でも続けたいと思える魅力的な仕事だと思いま
す。ぜひ公務員という道も考えてみてください。

「まちづくり」にかかわる仕事

「見沼田んぼ桜回廊サポーター制度」を立ち上げました！
さいたま市には「見沼田んぼ」という地域があり、その

地域の外周に連なる桜をさらに増やし、総延長20km を
超える日本一の桜回廊づくりに取り組む「目指せ日本一！
サクラサク見沼田んぼプロジェクト」を2013年度から進
めていました。2017年３月に桜回廊の総延長は20km を
超え、「桜の下を散策できる日本一の桜回廊」となりまし
た。この桜回廊を、さいたま市の貴重な地域資源としてさ
らに充実させると共に、大切に守り育てていく必要があり
ましたが、問題が２つありました。

１つ目は、維持管理です。多くの桜は植えてから長い時

間が経過しており、老木ともいえる状態でした。枝が折れ
ることや、最悪の場合は倒木の危険性もあり、現場パトロ
ールを頻繁に行う必要がありましたが、市職員だけで対応
することは困難でした。２つ目は、認知度の低さです。素
晴らしい景観を有する見沼田んぼの桜回廊を後世に残すに
は、多くの人にこの存在を知ってもらい、「さいたま市の
財産」と認識してもらう必要がありました。

そこで「見沼田んぼ桜回廊サポーター制度」を立ち上げ
ました！　これは、桜回廊のきれいな景観を保ち、安全な
歩行環境を作り、安心して散策が楽しめる場所にすること
を目標として、桜の日常的な見守り活動をしてもらうもの

です。例えば、「桜が満開だっ
た」「桜の写真がきれいに撮れ
た」「枯れている桜があった」

「見たことのない虫がついてい
た」などと投稿してもらい、こ
れらの情報をもとに市が現地確
認や対応をします。

これにより、２つの効果があ
りました。１つ目は、監視の目
が増えたことです。市職員だけ
でなく、多くの人が散歩のつい
でに桜の状況を見てくれること
は、大変心強いものです。２つ
目は、PR 力が強化されたこと
です。良い情報も悪い情報も発
信していただき、それらに対し
てどう対処したかを市が発信し
ていくことで、桜回廊の認知度

さいたま市建設局　 
下水道部下水道計画課

神谷枝里
2011年４月入庁。入庁から2014年３月まで、まち
づくり総務課にて、まちづくり支援を担当。市民が行
っているまちづくり活動への専門家派遣や、まちづく
りを体験してもらうセミナーの企画から実施までを担
当しました。2014年４月から見沼田圃政策推進室へ
異動し、見沼田んぼに関わる施策の企画及び調整を担
当し、2022年４月から現職。

が上がることが期待できます。
サポーター制度によって桜の維持管理の仕組みができ、

通行者と景観を守ることにつながります。できるだけ多く

の方に参加してもらうために、参加申し込みは Web サイ
トからできるようにし、桜についての報告は SNS を活用
して簡単にできるようにしました。しかし、サポーター
になりたいけれど Web 閲覧も SNS もできないという方
も多くいるため、紙での申し込みや窓口での報告も受け付
け、デジタルと紙のダブルスタンダードにしました。現在
はさいたま市でも DX 改革が進んでいますが、市役所では

「誰にとっても良いこと」「誰でも使えること」、すなわち
バリアフリー、公平性、中立性が大事だと実感しました。
「見沼田んぼ桜回廊サポーター制度」は従来ある問題に

対して１つの制度をつくり、解決するという仕事でした。
この制度の企画から、合意、決定、募集、初イベントまで
一連の仕事にかかわれたことが、私自身の経験として財産
となりました。この制度は現在、桜の見守り活動のみです
が、サポーターミーティング、サポーター勉強会、下草や
害虫駆除など、サポーターと一緒に桜を守る活動が展開で
きる土台、組織を作れたことが良かったと思います。

見沼田んぼの桜回廊

見沼田んぼの桜回廊「ガイドマップ」

44期  
社会交通工学科卒業
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日本大学本部

理工学部

理工学部の就職指導課・キャリア支援センターでは、公
務員・教員志望者には、専門の筆記試験対策に加え、論作
文・面接対策で合格に導きます。公務員（国家公務員採用
総合職・一般職、地方上級等）を志望する学生のために、
公務員試験対策講座を開講しています。筆記試験対策に加
え、人物試験対策も充実させ、面接カードに関する講義と
添削を行ったり、模擬面接を行ったりしています。

講座以外にも、合格者からの体験談を聞ける機会を設
け、公務員関係者を集めたセミナーも実施しており、公務
員志望学生に対して万全の支援体制をとっています。

詳しくは、理工学部公務員試験対策サイト（https://
www.cst.nihon-u.ac.jp/employment/civil.html）を参照
してください。

交通システム工学科

学科主催の就職説明会では、各自治体レベル（国家公務
員、都道府県庁、市区町村）から、それぞれ卒業生をお呼
びし、それぞれの業務内容を説明していただく機会を設け
ています。また、２次試験対策として、教員が各自治体の
卒業生にコンタクトをとり、学生が個別に相談できる場を
用意します。

とくに、多くの学生が受験する自治体（東京都、東京都
特別区、横浜市、千葉県等）では、多くの卒業生と相談で
きる場を設け、多くの合格実績を得ています。

日本大学では公務員を目指す学生に対し、合格への道のりを総
合的に支援する以下のような取り組みを行っています。

　公務員の仕事について知る【公務員特別セミナー】
　公務員試験を試す【模擬試験】
　公務員試験に必要な知識を学ぶ【講座・合宿】
　親身な相談対応【相談コーナー】

詳しくは、日本大学公務員情報サイト（https://sites.google.
com/view/nukoumuin/）を参照してください。

日本大学本部、理工学部、そして交通システム工学科では、多くの公務員志望者の合格に向けて、以下のように
１次試験（筆記試験）、２次試験（面接試験）対策のためのイベントを実施し、多くの合格実績を得ています。

交通システム工学科の公務員試験対策
就職指導担当　齊藤準平

３年生の夏に地方整備局のインターンシップに行
き、土木インフラをつくる仕事の魅力に気づきまし
た。また、私は興味があることが大学で勉強してい
ることだったので、学んだことが活かせるこの仕事
を目指しました。

筆記対策は学内の公務員講座で問題形式に慣れ、一
通り解けるようになったら過去問を繰り返し解きま
した。面接対策は志望先の事業について情報収集
し、自分なりの考えを持って話せるよう話題づくり
に力を入れました。

人事院から取り寄せた過去問は、本番と同じ形式な
ので何よりの試験対策になります。そのままの形式
で出題される問題もあるので、絶対に解いておくべ
きです。私は直接取り寄せましたが、学科事務室に
もあるようです。

土木インフラの整備は地域の方の生活を豊かにしま
す。先の震災からの復興事業もあり、東北地方整備
局の職員は地域の皆さんから感謝されることが多い
そうです。自分も一日でも早くその一員になれるよ
う、業務に取り組んでいきたいです。

土木インフラのさまざまな段階を間近で見られるの
が、この仕事の魅力です。整備前の調査から施工、
さらには完成後の維持管理まで、土木インフラと多
角的に携わりたい人はこの仕事が向いているかもし
れません。未来をつくる仕事に就いてみませんか。

就職を考えた際、道路や河川等の生活基盤を支えること
によって地元である茨城県に貢献する仕事に就きたいと
いう思いがありました。その中で、大学で専攻した専門
分野を活かしたいと考え、公務員の土木職を志望しまし
た。

３年生の１月頃から筆記試験対策を行いました。また、
エントリーシートの対策は３月頃、面接対策は６月頃か
ら始めました。
私は対策を始める時期が遅かったので、必要最低限の要
点に絞って、効率的に学習しました。

大学で行っている公務員試験対策の講座は、教養試験対
策で非常に役に立ちました。専門試験対策は予備校の対
策講座を受講し、効率的に学習できました。友人や理工
学部のキャリア支援センターのアドバイザーに相談し、
アドバイスをいただいたことも役に立ちました。

現在担当している業務では、河川の知識が多く求められ
ています。大学では、河川についてはそこまで専門的に
学んでいないので、少しでも早く学び、業務に活かして
いきたいと考えています。また、大学院に進んだ方々に
負けぬよう、努力してきたいです！

公務員の仕事には、広く深い人との交流がたくさんあり
ます。また、担当する工事も町中で見かけるものばかり
なので親近感があります。責任のある仕事で、その分や
りがいも感じやすい職業だと思います。公務員試験の対
策は、早めに行うことを強くおすすめします！

2022年３月卒業の新卒生に聞いた

「公務員試験対策」
1   公務員を目指したきっかけは？
2   どのような準備をしましたか？
3   試験対策でためになったものは？
4   今後の抱負は？
5   在学生にメッセージを！

国土交通省東北地方整備局 
磐城国道事務所　調査課

岩澤和輝

茨城県 
竜ケ崎工事事務所　河川整備課

岡本直樹
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オープンキャンパス2022開催のご案内

兵頭　知（広報連絡担当）

日本大学理工学部では、高校生をはじめとする皆さまが進路

を選択する上でオープンキャンパスは重要な機会であると考

え、下記の日程で事前予約制にて実施いたします。

まず夏のオープンキャンパスは、８月５日 （金）、６日 （土） 

の２日間開催します。その後は、10月30日 （日） に船橋キャン

パスウォッチングを開催し、キャンパス見学ツアー、入試相談

会、学生たちがチャレンジする現場の体験などを実施予定です

（９月30日 （金） 予約開始予定）。船橋キャンパスには、世界に

誇る研究施設が数多くあります。それらをすべて開放し、普段

あまり目にすることのない研究施設を回覧したり、パーソナル

モビリティを試乗したりと、驚きと発見に満ちた体験をしてい

ただきます。ちょうどイチョウ並木が黄金色に色づく季節です

ので、同時開催の学部祭と共にキャンパスを満喫し、満足でき

ること間違いなしです。ぜひ、学生たちが未踏の領域に挑む現

場をゆっくりご覧いただき、本学科の面白さを体感してくださ

い。多くの高校生の皆さま、保護者の皆さまのご参加を心より

お待ちしております！

ただし、詳しい開催方法等については新型コロナウイルス感

染症の拡大状況により、変更が生じる場合がございます。必ず

日本大学理工学部のホームページ （https://sites.google.com/

view/cst-2022-opencampus/top） の更新情報を随時ご参照くだ

さい。

最後に、このような取り組みを通して、少しでも皆さまの不

安を取り除くことができ、進路選択や将来の夢の実現の一助と

なればと思います。そして、受験生の皆さまと来年の春に会え

ることを心から願っております。

受賞報告

　

優秀発表者賞を受賞

2022年３月８日 （火） ～10日 （木） に開催された、第49回土木

学会関東支部技術研究発表会において、博士後期課程２年の西

脇雅人さんと、本学科卒業生の遊佐風子さん（当時学部４年）

が優秀発表者賞を受賞しました。両名の発表タイトルは以下の

とおりです。二人とも、おめでとうございます。

•  「Bluetooth LEを用いた地域鉄道における混雑状況計測手法

の検討」（西脇雅人さん）

•  「無信号交差点の交通容量の算出方法に関する米国・ドイツ

との比較検証」（遊佐風子さん）

地盤工学会功労章を受章

峯岸邦夫教授が公益社団法人

地盤工学会より地盤工学会功労

章を授与されました。本表彰

は、地盤工学会および同関東支

部の学会運営に対して長きにわ

たり携わり、学会の発展に寄与

したことに対するものです。峯

岸教授は、学会事業部の出版企

画委員会や入門書企画委員会、

技術普及委員会の幹事を務め、

基準部においては、部会幹事として地盤工学関連の基準制定や

改定に貢献をしています。また、関東支部においては支部幹事

長を務め、支部運営、地盤工学研究発表会や支部発表会開催に

あたり尽力をされています。

退任教員の紹介

下川澄雄（教室幹事）

鈴木圭（前）教

授が、本年３月を

もって定年退職さ

れました。鈴木先

生は、2017年に本

学科に教授として

着任され、コンク

リート構造、建設

材料実験、構造力

学、景観工学、景

観設計など、多分野の科目を担当され、教育・研究活動にご尽

力されました。ハーモニカ演奏はプロ並みの実力があり、学生

の前でよく披露されていました。今後とも学科の教育活動につ

いて、ご支援をよろしくお願いいたします。

今年度の主な教室の教育関連行事の概要を報告します。

１．科目設置の歴史

２．どうして都市計画を学ぶのか

３．講義の内容

４．将来にむけて

「都市計画」という科目は、本学科のみなら
ず土木工学科や建築学科、さらにはまちづくり
工学科にも設置されています。それだけ、都市
計画の範囲は極めて広く、専門的な知識や知見

を得るための基礎的な科目といえます。本科目
では、都市計画に関する法制度や計画技術の基
本的知識を身につけることを目的としていま
す。

講義の前半部は藤井が担当し、都市計画の概
念と定義を行ったのち、都市計画の思潮として
ハワードの田園都市論、ル・コルビュジエの都
市論、ペリーの近隣住区論などを学びます。ま
た、最近の話題として、立地適正化計画につい
ても学習します。
講義の後半部は小早川が担当し、都市計画の
実践的な内容として、都市計画マスタープラン
の内容や区画整理事業および大規模小売店舗立

地法に基づく交通環境アセスメントについて学
びます。都市計画マスタープランには、土地利
用計画、都市交通計画、公園・緑地計画、都市
環境計画、景観計画などが含まれており、それ
ぞれの内容について講義で説明を行っていきま
す。そして最後に、大規模小売店舗立地法に基
づく駐車場整備台数の算出や、周辺の道路状況
への影響評価の方法について学びます。

「都市計画」の講義で学ぶ内容は、本学科の
卒業生が社会に出て実務を行っていくための必
要最低限の基礎知識です。ここで学んだ都市計

画に関する知識をもとに、将来的に、都市と交
通に関するさまざまな議論に参加することがで
きるように講義を行っています。

「
都
市
計
画
」

教
　
授 

小
早
川
　
悟

教
　
授 

藤
井
敬
宏

本学科が毎年発行している「学生生活のしお
り」の巻末に掲載されている付表をみると、
「都市計画」という科目は、学科創設当初から
設置されていたことがわかります。
当時は、３年生の選択科目ということで設置

されていたようですが、平成２年度のカリキュ
ラム改訂で２年生の必修科目となり、令和２年
度からのカリキュラム改訂で１年生の必修科目
となりました。

土地利用計画制度の構造
（出典：国土交通省都市計
画課）

小早川悟教室主任と並んで（花束贈呈時）
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編 集 後 記

　今号は、公務員の仕事の魅力をテーマにいたしました。学生の

皆さんには、公務員の仕事を理解し、興味を持っていただきたい

と思います。ご紹介させていただいた卒業生以外にも、多くの卒

業生が公務員となり働いております。これから就職活動をする学

生に参考になれば幸いです。

　なお、大学本部、学部、学科では、就職支援をしておりますの

で、公務員を目指す学生は、その機会を大いに活用いただければ

と思います。 （齊藤）

　今回登場された卒業生のインタビューを通して、公務員は、大

なり小なり世の中を動かす場面に携わることができる、とても魅

力的で重要な仕事だと再認識しました。公務員といえば、「失職

が無い、安定した収入、福利厚生が充実、残業が少ない、お堅い

……」といったイメージかもしれませんが、何よりも「まちづく

りに最前線で貢献できる仕事」であるということが伝わったので

あれば幸いです。 （吉岡）

　特集記事について概観すると、自治体規模や存する地域によっ

て、交通まちづくりに関する取り組みが多様であることを再認識

し、非常に勉強になりました。また同時に、皆様が各地域を良く

するためには、交通システム工学科というバックボーンが共通し

て役立っていることがわかり、嬉しく思いました。

　この場を借りて、取材に協力してくださった皆様にお礼を申し

上げます。 （兵頭）

発行日：令和４年８月３日　発行：日本大学理工学部交通システム工学科教室　 047-469-5239（教室事務） 
発行責任者：小早川　悟（教室主任）　編集担当：齊藤準平・兵頭　知・吉岡慶祐　制作：㈱ムーンドッグ交 通ブリテン  ●  2022年  夏期号  No.59

　日本の地図はいつの時点の位置を基準に作

成されているかご存じですか？

　「いつの時点といったって日本の土地は動

いていないのではないの？」と思われる方も

いるでしょう。実は日本列島は周辺で４つの

プレートが衝突しているため定常的な地殻変

動が発生しており、地域によっては１年間で

10cm程度の速さ（人の髪の毛が伸びる程度

の速さ）で動いています。それに伴い測量や

地図の基準となる基準点の位置（座標値）も

動きますが、それに合わせて座標値を変えて

いくと時期が異なる測量や地図が整合しなく

なります。例えば、建設工事で使う基準点の

座標値が毎年変わると混乱しますよね。そこ

で、基準点の座標値は元期（げんき：特定の

時期）の値に統一することにより整合を保っ

ているのです。そして、日本の地図も元期の

基準点座標値をもとに作製されています。

　元期以降に観測した時点を今期（こんき）

と呼び、得られた座標は、今期座標と呼ばれ

ます。今期座標は元期座標に変換して使用す

る必要があります。この変換は広域の地殻変

動を補正し、測量成果と整合の取れた位置情

報を共有できる仕組みであり、補正のための

パラメータは、国土地理院が運用する電子基

準点で観測された全国の地殻変動量から計算

されて提供されています。

　現在使われている元期の基準日（測地成果

2011の基準日）は、次のように2011年の東北

地方太平洋沖地震の影響を受けた地域とそう

でない地域で異なります。

１． 2011年５月24日が基準日の地域

　 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、

福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、

千葉県、東京都（島しょを除く）、神奈川県、

新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、

長野県および岐阜県

２．1997年１月１日が基準日の地域

　上記以外の地域

　なお、図は電子基準点が捉えた日本列島の

地殻変動（水平）であり、元期（測

地成果2011の基準日）から2019年

１月１日までの水平方向の累積変

動量を示しています。仙台では約

1.1mと大きな値を示しています。

　カーナビゲーションやスマート

フォンで使用されているGPS等

の衛星を用いた測位は「単独測位」

と呼ばれ、今期座標が出力されま

す。しかし、単独測位の位置誤差

が数メートルはあるので、地図に

表示する際に生じる元期座標との

差はあまり問題にされてきません

でした。ところが最近利用が始ま

った準天頂衛星システム「みちび

き」のセンチメータ級測位補強サ

ービス（CLAS）や精密単独測位

（PPP）などを利用した数センチ

メータの誤差しかない高精度な測

位データも、地殻変動の補正がさ

れていない今期座標で位置が出力されます。

したがって、そのまま地図に表示するとずれ

て表示されます。仙台では1.1m程度ずれが

生じそうです。

　地図と整合させるには、今期座標から元

期座標への変換が必要です。元期座標と整

合させる「定常時地殻変動補正システム

（POS2JGD）」が国土地理院から提供され

ており、「測位の実施日」を指定することで、

適切な補正パラメータを自動で選択する機能

があります。CLASや PPPは移動体での高

精度ナビゲーションでの活用が期待されてい

ます。利用する際には地殻変動補正に気をつ

けた方がよいですね。

日本の地図は 
いつの位置？

佐田達典
教授

電子基準点が捉えた日本列島の地殻変動（水平）
出典：国土地理院ウェブサイト
（https://www.gsi.go.jp/common/000216285.pdf）


